
カンボジア学校支援事業
～学校建設プロジェクト～

愛知県板金工業組合 青年部



なぜ
“カンボジア”

2015年、鈴木氏と出会い感
銘を受けた私たちは、共に
カンボジアへ行くことにし
ました。

しかし出発直前、鈴木氏は
急逝されます。

私たちは鈴木氏の遺志を引
き継ぎ、カンボジアで支援
活動する事にしました。



活動記録



学校訪問・調査・修繕

故 鈴 木 氏 が 寄 贈 し た 小 学 校 を

含 め 全 ７ 校 を 訪 問 ・ 調 査

記 念 品 ( 時 計 ) と 文 房 具 セ ッ ト

を 寄 贈 し ま し た
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学校訪問・調査
プノンペン

ローロッ小学校

約 1 4 5 名 の 小 学 生 が 通 学 し て い ま す

カ ン ボ ジ ア で は 子 供 達 の 間 で

サ ッ カ ー が 流 行 っ て お り

男 女 と も 一 緒 に な っ て サ ッ カ ー を

楽 し み ま し た
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メイチュレイ小学校

ト レ ン サ ッ プ 湖 上 に 学 校 が あ り ま す

水 上 生 活 を し て い る 人 達 が 通 う 小 学 校

校 舎 は 建 屋 ご と に 船 の 上 に 建 設 さ れ

繋 が れ て い ま す

雨 季 に は 一 面 水 面 に な り

乾 季 に は 地 面 が 見 え ま す
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学校訪問・調査
ターイ小学校

2 0 0 7 年 に 故 鈴 木 氏 が 寄 贈 さ れ た 小 学 校

訪 問 当 時 築 1 0 年 だ が 高 温 多 湿 の 過 酷 な

環 境 下 で い た る 所 で 老 朽 化 し て い る

熱 心 に 勉 強 を し て い る 子 供 達 を 見 て

校 舎 を 直 し て あ げ た い と い う 気 持 ち に な る

言 葉 は 通 じ な い が

鬼 ご っ こ な ど 汗 だ く に な り な が ら 遊 ん だ

花 を 摘 ん で 髪 飾 り を 作 っ て く れ る 子 も

い ま し た
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学校訪問・調査
デチョーアンカイン鈴木小学校

完 成 し た 姿 を 見 る 事 無 く 他 界 さ れ ま し た が

2 0 1 6 年 に 故 鈴 木 氏 が 寄 贈 さ れ た 小 学 校

こ の 辺 り は 学 校 が な く 民 家 の 軒 下 を 借 り て 授 業 を し

て い る 状 況 を 知 っ た 鈴 木 氏 が 校 舎 を 建 設 し ま し た

プ ノ ン ペ ン か ら も 遠 く 悪 路 の 中 こ ん な 所 に 人 が 住 ん

で い る の か ? と 思 う 様 な 場 所 に 学 校 は あ り ま し た

し か し こ ん な 場 所 に こ そ 学 校 が 必 要 だ と 感 じ ま す

訪 問 す る と 村 中 の 方 々 が 出 迎 え て く れ 熱 烈 な 歓 迎

を 受 け 改 め て 鈴 木 氏 の 功 績 の 偉 大 さ を 知 り ま し た
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学校訪問・調査
コンポンチャム県
プノンビヒヤ幼稚園

こ の 村 に は 幼 稚 園 は あ る が 小 学 校 が な い

遠 く の 小 学 校 に 通 っ て い る 子 供 や 村 人 が

私 達 の 訪 問 を 歓 迎 し て 集 ま っ て く れ ま し た

村 人 が 小 学 校 建 設 を 熱 望 し て い る の が 伝

わ っ て き ま す
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学校訪問・調査
シアヌークビル

ドゥンプレン小学校

校 舎 が 老 朽 化 し て い ま す

屋 根 板 金 の ビ ス 穴 ・ 破 風 の 落 下 ・ 基 礎 の

大 き な 沈 下 ・ 外 壁 の 亀 裂 ・ 遊 具 の 破 損 な ど

い た る 所 で 目 に 見 え て 老 朽 化 し て い ま す
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学校訪問・調査
プノンペン

アピワット小学校

校 舎 が 老 朽 化 し て い る と 調 査 依 頼 を 受 け ま し た

破 風 の 落 下 ・ 庇 の 亀 裂 ・ 犬 走 の 破 損 な ど

い た る 所 で 目 に 見 え て 老 朽 化 し て い ま す

割 れ た 瓦 か ら は 雨 漏 り も し て お り

早 急 に 補 修 工 事 が 必 要 で す
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プノンペン

アピワット小学校

事 前 調 査 で 破 損 を 確 認

人力作業にて

破損していた犬走を補修しました



愛
板

青
年

部
カ
ン
ボ
ジ
ア
学

校
支

援
事

業



施設などを訪問

児 童 養 護 施 設 「 夢 ホ ー ム 」 と

敷地内に故  鈴木氏が寄贈された

板 金 訓 練 施 設 ・ ソ ク 孤 児 院 ・

里 子 の お 宅 な ど を 訪 問 し ま し た
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親 が い な い 子 供 達 が

共 同 生 活 を し て い る

児 童 養 護 施 設 で す

夢ホーム
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夢 ホ ー ム 敷 地 内 に 故 鈴 木 氏 が 寄 贈 さ れ た

板 金 訓 練 施 設

鈴 木 氏 に よ っ て

手 動 式 2 ｍ 折 曲 機 ・ ダ ク ト ロ ー ル 機 ・

バ ッ タ ・ 紐 出 し 機 な ど

様 々 な 板 金 道 具 一 式 が 寄 贈 さ れ て い ま す

夢ホーム
板金訓練施設
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夢ホーム 板金指導（2016 ちりとり）
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夢ホーム 板金指導（2017 道具箱）

板金指導 作業床の改修工事
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夢ホーム（2017 服の寄贈）
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夢ホーム（2019 うどん手打ち体験）
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カ ン ボ ジ ア 人 の ソ ク さ ん と

日 本 人 の 後 藤 勇 太 さ ん が 運 営 し て い ま す

子 供 た ち の “ 支 援 ” で は な く “ 自 立 ” を 目 指 し

活 動 を し て い ま す

ソク孤児院
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里子のお宅
訪問

鵜 飼 氏 が 里 親 に な っ て い る

里 子 の お 宅 を 訪 問 し ま し た
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バ ス で の 移 動 中 に 板 金 問 屋 を 発 見 ！ ！

突 然 の 訪 問

街 中 い た る と こ ろ で 板 金 屋 根 を 見 か け ま し た

現地加工問屋
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交流会

現 地 業 者 ( 3 名 ) と 意 見 交 換

建 物 は 鉄 筋 柱

レ ン ガ ・ モ ル タ ル 塗 り 壁 が 主 流 と の こ と  

カ ン ボ ジ ア に は 板 金 屋 と し て の

専 門 職 は あ り ま せ ん
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板 金 材 料 を 入 手 す る た め に マ ー ケ ッ ト へ

そ こ で 出 会 っ た 板 金 職 人 さ ん

店 舗 を 中 心 と し た 受 注 生 産 を メ イ ン と し て

活 動 さ れ て い ま す
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移 動 中 板 金 屋 根 の 施 工 を 見 か け ま し た

鉄 骨 下 地 に ビ ス で 板 金 屋 根 材 を 取 付

電 機 は 発 電 機 を 使 用 し て い ま し た

町の板金職人
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移 動 中 板 金 輸 送 を 見 か け ま し た

バ イ ク の 後 ろ に 台 車 を 付 け

現 場 に 向 か う 様 子 で し た
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学校建設プロジェクト



魚を与えるのではなく
魚の釣り方を教えなさい

故 鈴木氏はカンボジアで職業訓練プ
ロジェクトのひとつ「もの作り技能
講習会」を開催していました。

子供たちに板金加工技術を教えるこ
とで自立の手助けをしたいと考え、
2009年児童養護施設「夢ホーム」に
「板金訓練施設」を作りました。

全てご自身の資金によるものです。

2015年には「夢ホーム」の児童だっ
た一人が板金工場に就職した実績が
あります。

私たちは鈴木氏の遺志を継ぐべく、
カンボジア学校支援事業を立ち上げ
ました。



学校を
建設する

2020年、活動拠点であった児童養護施設「夢ホーム」が閉

鎖となったことにより、板金訓練校も閉校となりました。

今まで築き上げてきた、もの作りを通して子供たちに将来

の就労の可能性の幅を広げていく事が途絶えかねない状況

です。

そこで我々青年部は、新たな活動とその活動拠点となる

「カンボジア学校建設プロジェクト」を立ち上げました。

このプロジェクトは、ただお金を出して校舎を建てるわけ

ではありません。



カンボジアの子供たち
特に農村地域における貧困層に
教育ができる環境を提供します

カンボジアではポル･ポト政権時代、学校教育を廃止したため多くの
学校校舎は破壊されました。教員は知識人とみなされ、8割が殺され
るか強制労働で命を落としました。また焚書政策によって書物の大半
が失われました。

内戦終結後、校舎の建設が行われていますがまだまだ不足しており、
教室数が不足している学校では、午前と午後にわかれた2部制や3部制
をとり対応しています。

特に農村部では学校が不足しており、子供たちは数時間かけて通学し
ています。

そんな環境下にいる子供たちに学校を建設していきます。



日本の建築板金の技術と技能を活用し
長期間メンテナンスを必要としない
学校建設を目指します
カンボジアの学校施設の多くは、各国ボランティア団体が資
金を提供し現地業者によって建設されるが、数年で外壁は劣
化し屋根は雨漏れがひどい状況で子供たちは劣悪な環境で授
業を受けています。
我々はこの現状を打開するため、日本の建築板金の技術と技
能を活用し、長期間メンテナンスを必要としない学校建設を
目指します。
その際、建設は現地スタッフと日本人技術者とで共同作業を
し、その過程と建築物を通じて、カンボジアの人々に日本の
建築板金の技術と技能、そして板金材料の素晴らしさと仕事
のやりがいを体感してもらいます。
また、この優れた日本の技術を習得して、貧困から抜き出す
きっかけを示します。
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カンボジアは1975年～1979年の4年間に、大量虐殺

により、200万人～300万人（正確な数字は不明）

の国民が亡くなったとされています。

これは全国民の１/４程にあたります。

更に、知識人を中心に殺害されたため、

その後の国の復興の妨げとなりました。

現在も一般人の日給は日本円で６００円程で、

貧富の差も拡大しています。
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鈴木さんの活動を知り、誘われ、最初は観光気分で参加しました。

行ってみると、心に響くものがありました。

帰国すると、もう一度行ってみたくなりました。

今、皆様は最初に鈴木さんに出会った頃の私達と同じだと思います。

その先に何があるかは、ひとそれぞれです。

皆様の心の中に何かが残れば幸いです。
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ご 覧 い た だ き

あ り が と う ご ざ い ま し た

愛 知 県 板 金 工 業 組 合 青 年 部

愛知県名古屋市昭和区北山町三丁目８番６号



愛知県板金工業組合青年部

カンボジア学校支援事業
～カンボジアに板金の風を～

お問い合わせ先

愛知県板金工業組合青年部
副部長：成瀬 菜月
TEL：090‐7864‐2604

カンボジア学校建設プロジェクト

ご協賛のお願い
・カンボジア学校支援事業とは…

２０１５年、鈴木千雄(すずきかずお)氏との出会いからすべてが始まります。

カンボジア支援活動に感銘を受けた私達は、鈴木氏と現地を訪れる事にしました。

しかし、出発直前に鈴木氏は急逝されます。私達は鈴木氏の意思を引き継ぎ、

カンボジアの子供達を支援する事業を始めました。

・カンボジア学校建設プロジェクト…

カンボジアでは、各国ボランティア団体が資金提供をして学校を建設しています。

しかし、その建物は数年で劣化し屋根は雨漏れが酷い状況です。そこで我々は過去

数年間の活動で得た情報と人脈を活かし、現地業者と力をあわせ、日本の建築板金

の技術と技能を活用した長期間ノーメンテナンスの学校建設をすることにしました。

カンボジアの子供たちの為、

皆様にご協力いただけませんでしょうか？

協賛金：1口10,000円（上限50万円）

目標金額： 1 0 , 0 0 0 , 0 0 0 円

ホームページ：http://aibanseinen.floppy.jp/

カンボジア学校支援事業についての詳細はホームページよりご確認いただけます



【 名 称 】 カンボジア学校支援事業

【使 途 】 カンボジア学校建設費用

【協賛金額 】 １口 １０，０００円 （上限５０万円）

【振 込 先 】 銀行名 ： 碧海信用金庫（金融機関コード：1560）
支店名  ： 矢作支店 （支店コード：023）
預金種別 ： 普 通
口座番号 ： ６１０４１８８
口座名義 ： 愛知県板金工業組合青年部 原田裕治

【問合せ先 】 愛知県板金工業組合青年部
副部長 ： 成瀬 菜月

TEL  : ０９０－７８６４－２３１１

※下記に必要事項をご記入の上、ＦＡＸにてご送信くださいますようお願いいたします。

ご協力を宜しくお願いいたします。

2024年カンボジア学校支援事業 協賛金申込書

FAX番号 ： ０５８７－９８－２３１１

フリガナ

企業名
団体名
支部名

ご住所
〒

TEL FAX

フリガナ

ご協賛
口数

口 円
お名前

領収書は 必要・不要 （どちらかに〇印をお願いします）

企業名・お名前の公表に 同意する・同意しない （どちらかに〇印をお願いします）
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